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Calculated MW:58kD;Observed MW:58kD

LCK

LCK;Tyrosine-protein kinase Lck;Leukocyte C-terminal Src kinase;LSK;Lymphocyte cell-
specific protein-tyrosine kinase;Protein YT16;Proto-oncogene Lck;T cell-specific protein-
tyrosine kinase;p56-LCK
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、膜。この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼ（PTK）のSrcファミリーに属する。コードされるタンパク質は、発達中のT細胞の選択と成熟において重要なシグナル伝達分子である。ミリスチル化およびパルミチル化のためのN末端部位、PTKドメイン、そしてそれぞれリン酸化チロシン含有モチーフおよびプロリンリッチモチーフとのタンパク質間相互作用を媒介するSH2ドメインおよびSH3ドメインを含む。このタンパク質は細胞膜および中心体周囲小胞に局在し、CD4やCD8などの細胞表面受容体やその他のシグナル伝達分子に結合します。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシングバリアントが報告されています。[RefSeq提供、2016年8月]
	研究分野
	-
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	LckウサギmAbを用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

